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おはようございます、市長の中村健です。 

 

最近、チャットGPTについて取り上げた記事やニュースを目にする機会が増えました。 

 

チャット GPT は、アメリカの Open AI 社が開発した AIを使ったチャットサービスで、

与えられた質問に対し、まるで人間が答えているかのように、自然な回答をすること

ができるというものです。 

 

また、チャット機能だけでなく、原稿の作成、文章の要約、プログラミングなどもで

き、卒業式の答辞をチャット GPT で作成したというニュースがあったのも記憶に新し

いところです。 

 

近年のわが国では、少子化の傾向が顕著であり、どの業界においても、人手が足りな

い、必要数の採用ができないという状況が急速に進んでいます。 

 

公務員の採用においても例外ではありません。 

 

労働力が減少していく中、一人ひとりの労働生産性を挙げていくことが非常に重要で

あり、デジタルトランスフォーメーション、いわゆる DX の推進もその文脈で進めて

います。 

 

そのような状況下で、チャット GPT を活用した実証実験を始めた自治体も出てきまし

た。 

 

AI の進化は思っている以上に速く、私たちの仕事の中で、普通にチャット GPT を使う

日が来るのもそう遠くないのかもしれません。 

 

しかし、革新的な技術として注目を集める一方、情報の信ぴょう性や個人情報の流出

など、懸念される事項があるのも事実であり、西尾市としては、将来的な活用を見据

えつつ、まだしばらくは今後の動向を注視していきたいと考えています。 

 

なお、チャット GPT については、LINE 上で体験できる「AI チャットくん」というサ

ービスもありますので、興味のある人は使ってみてください。 

 

以上で、朝の館内放送を終わります。 


